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「歌の力」 ～陵東祭合唱コンクールから～ 

 バルト３国で「歌う革命」と呼ばれる出来事がありました。これはバルト海沿岸にあるラトビア（エストニア・

リトアニア）という国が民衆の歌声によって独立をした出来事からそう呼ばれています。 

 ラトビアでは、１５０年程前から「歌と踊りの祭典」というお祭りが行われてきました。しかし、ラトビアの歴

史の中で、他の国に支配されたり併合されたり占領されたりして歌うのを禁止され、言論の自由も奪われた

時期が長くありました。その後人々は、自由を求めて独立運動を繰り広げます。その時に２００万人の人たち

が歌い上げたのが第１回の「歌と踊りの祭典」で歌われた歌だったそうです。その後、ラトビアが独立し、その

時の歌がラトビアの国歌になりました。そして、今でも５年に一度開催される「歌と踊りの祭典」は１１０００人

が歌うステージがあり、ユネスコの世界無形文化遺産にも登録されています。 

 この話は、歌が民族の団結と文化の継承に大きく関わった話として有名です。歌が歴史を動かす力を持っ

ているといわれました。 

 今日まで、各クラスとも最優秀賞を目指してがんばってきたと思います。それも目標として大事なことで

すが、それよりもっと大事なことは、クラスのみんなが気持ちを一つにして自分たちの合唱を響かせよう、聴

いている人の心を動かそうと精一杯取り組むことではないでしょうか。それこそが「歌の力」だと思います。

今日は、各クラスとも歌っている時の真摯な態度、歌いきったあとの充実した表情からみなさんの成長が感

じられました。 

合唱とは、曲作りを通して、１つのものをみんなで創り上げていくすばらしい取り組みであり、学級のみん

なのチームワークが大切です。そして、まわりのパートに合わせること、相手のことを理解すること                     

が、ハーモニー（調和）を創り上げます。今回の活動を通じて培った学級のまとまり、練習を通して知った仲間

のよさを今後の学校生活に活かしてほしいと思います。 

 実行委員のみなさん、工夫された準備ありがとうございました。全校生のみなさん、すばらしい発表でし

た。これでまた、陵東の合唱の伝統がつながりました。 
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「さがえ de  RAKUGO」開催 
アメリカで活躍する落語家 柳家東三楼さんを迎え、本校で落語を鑑賞しました。 

この企画はさがえ de RAKUGO実行委員会のご厚意で実現したもので、中学生にも日本 

文化である落語を体験してほしいという思いがこもっています。 

三代目柳家東三楼師匠は、「日本の落語」を「世界の RAKUGO」へを志し、２０１９ 

年にアメリカへ移住、ニューヨークを拠点に活動を続けている落語家です。アメリカ 

のラジオ番組にレギュラー出演、コラムの連載、全米各地で公演などを行っています。 

その甲斐あって、アメリカでも RAKUGOを学ぶ人が増えているということです。 

落語は、江戸時代の日本で成立し、現在まで伝承されている伝統的な話芸の一種で、 

凝った衣装や大がかりな舞台装置をなるべく使用せず、演じ手の技巧と聴衆の想像力で 

物語の世界が広がっていくという、きわめてシンプルで、また庶民にとっては身近な芸 

能として発展してきました。東三楼師匠の表現力、私たちを話の中に引き込んでいく話 

術はすばらしいものでした。 

陵東中生の活躍 

＜山形県新人決勝大会＞    １１月１２日（土） 

○優 勝 ・男子テニス団体 

 （鈴木心翔・角田虎太郎・白田怜士・岡本光貴・荒木陽光・仁藤凌汰・武田悠生・猪野睦斗）（２年）                     

○第３位 

・柔道男子団体 

片桐生喜・下山悠翔・鏡 龍翔・渡辺結優葉・鈴木陽斗・今野裕貴 （２年） 

木村敢太・田宮利恩  （１年） 

・柔道男子個人  渡辺結優葉（２年）  鈴木 陽斗（２年） 

 

＜慈恩寺絵画コンクール＞ 

佳 作  松田橙志郎（１年）    

 

＜防犯広報作品コンクール寒河江西村山地区＞ ポスター中学生の部 

優 秀  小野 聖空（２年） 

佳 作  仁藤 麻央（２年） 髙砂 都子（２年） 

 

             

 初めて落語の小話を聞きました。扇子と手ぬぐいだけ

でものを表したりして発想力や表現力がすごいなと思い

ました。他には、麺をすする音なども実際に食べている

かのような音が出ていてびっくりしました。落語は「最

後に落ちがあるから落語」なのだということを教えても

らいました。そこに注目しながら聞いてみると、しっか

り落ちがあって、前振りがあって、見ていても聞いてい

てもすごくおもしろくて楽しいなと思いました。今回の

体験で落語に興味が持てたのでよかったです。  

２年 山口 弓月 

 一年の英語の授業の時に、落語の話を聞いたの

を思い出しました。今回初めて落語を見て、一人

で何人もの役をしたり、扇子を使って箸や刀に見

立てたりするのがすごいと思いました。日本には

落語以外にもたくさんの伝統文化があって、世界

に発信していることがわかりました。逆に、日本

だけでなく、外国の文化にも触れてみたいなと思

いました。 

           ２年  阿部 悠人 

今後の予定 

２５日（金） 生徒会立会演説会・役員選挙 

２６日（土） 午前：自由参観 

       午後：新入生オリエンテーション 

２８日（月） 振替休業日 

２９日（火） 午前授業（４校時） 

 ９日（金）～ １５日（木） 

三者面談（４校時授業） 

２３日（金） ２学期終業式 

２４日（土）～ １月５日（木） 

年末年始休業 

２７日（火） 生徒会リーダー研修会 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B8%E8%83%BD

